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Abstract: This study therefore aims to conduct an experimental confirmation of the conversion performance of the primary 
wave front and oblique.Currently, a situation that relies on fossil fuels to generate electricity in many countries around the 
world, is an important issue of conversion from fossil fuels to clean energy. Japan is easy to use because the vast ocean energy 
ranks sixth worldwide exclusive economic zone. OWC type ocean wave generation system to focus on there. 
Recently PW-OWC ocean wave generation system in order to improve the primary conversion efficiency has been studied 
OWC-type. In the real ocean waves from many directions exist not only from the front. Need experiments of oblique waves 
for commercialization. 
 
１． 緒言 
 OWC前面に開口部がある波浪発電装置がある．これ
は OWC 上部のノズルからの空気流を利用し発電する
装置である．既存の研究では正面波での実験がなされ

ている．しかし，実海域では多方向波であるため，斜

波中における実験を行う必要がある．また，OWC型装
置に PWを付けることで一次変換性能の向上が確認さ
れている．そこでOWC型装置の一次変換性能の向上，
広周期帯での高い発電性能の確保を目的として

PW-OWC 型装置の正面波及び斜波中における研究を
進めている． 
２． 水槽実験 
２．１実験概要 
本実験は日本大学理工学部船橋校舎テクノプレース

15の海洋建築工学水槽にて実施した．水槽規模は 27m
幅 7m，実験水深は 0.95mとした．模型のスケールは約
1/50程度を目安とした．入射波高は 0.02mである．周
期を 0.8～1.65秒で行った．また，ノズル比を 1/300と
し，入射角度を 0～45°とした． 
２．２計測・解析項目 
 本実験では，OWC内部水面変動，OWC内部圧力を
計測した．これらの計測値を使い一次変換性能を算出

した． 
２．３実験模型 
 実験模型を Fig.1，詳細を Table1に示す． 

Table1 Details of OWC 

Type Harbor Period B  (m) L h (m) L a (m) OWC Period
A 0.750 0.300 0.219 0.300 1.620  
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Fig.1 Horizontal plan of model 
３． 一次変換性能 
 入射波パワーPIと波パワー吸収量PAとの比率によっ     

て求める．まず， PIは水の密度，入射波の振幅 a，
空気室幅B，水深h，波数kを用いて表すことができる． 
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続いて， PAは水線面積 Aw，内部圧力 P (t)，内部水
面変動η (t)を用いて表すことができる． 
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周波数領域の問題に直して線形成分を考慮すれば 
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一次変換性能は次式で算出できる． 
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４． 実験結果及び考察 
 Fig.2 は空気室内自由表面の平均水面変動量を示す．
入射角度を変化させても内部水面変動量の値はあまり

差が出ていないことが確認できる．これは PWが水路
と似た役割を果たし，OWC部への水の流入する量が損
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失しないため内部水面変動量に差が出なかったと考え

られる． Fig.3の空気室内部圧力を示す．入射角度10°,  
20°が 0°のときの値よりも高くなっていることが確
認できる．これは OWC 部に流出入する水塊の量に対
して，内部の水面変動量が上がり，内部圧力の値が大

きくなったと考えられる．これに対し，30°，45°は
0°のときの値より低くなっていることが確認できる．
これは角度をつけることにより OWC 部への水の流入
量が少ないからだと考えられる．Fig.4は一次変換性能
を示す．正面波の結果と比較して，入射波角度 10°，
20°のときの方が高い値が得られた．一次変換性能は，
内部圧力及び内部水面変動の影響を大きく受ける．特

に内部圧力の結果が大きく影響しているので一次変換

性能の結果も大きくなったと考えられる．これらのこ

とから斜波中の実験を継続して行う必要があると考え

られる．また，一つのモデルでしか実験を行っていな

いので他のモデルで実験を行う必要があると考えられ

る． 
５． 結言 
 入射角度を変化させた実験を行い以下のような知見

を得た． 
1) 入射角度 10°，20°のときは PW部からの回折波
の影響により 0°の場合と比べ一次変換性能の値
が高い結果となった． 

2) 入射角度 30°，45°のときは OWC部に水が流入
しにくくなるため，0°の場合と比べ内部水面変動
及び内部圧力の値が低くなり一次変換性能の値が

低い結果となった． 
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Fig.2 Mean water elevation in air chamber 
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Fig.3 Air pressure in air chamber 
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Fig.4 Primary conversion efficiency 

Table 2 Integral of primary conversion efficiency 

1-300
0° 0.55635
10° 0.665413
20° 0.646613
30° 0.553608
45° 0.504879  
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